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実施内容: 
ウイルス感染の内、くしゃみ、せき、発話等で発⽣する⾶沫による感染は、⾶沫の⾶散経路が感染者と⾮感染
者の間の空気の流れや湿度、温度等に⼤きく依存する．また新型コロナウイルスについては，通常の⾶沫感染
に加えて⾶沫が空気中で微⼩化したエアロゾルでの感染の可能性も⽰唆されている．微⼩⾶沫であるエアロゾ
ルはより⻑時間空気中を漂うことから、⾶沫感染リスクの評価と感染予防対策の提⾔のためには、⾶沫の⾶散
経路を正しく予測し、周囲流れの影響が感染にどのような影響を与えるのかを正しく推定する必要がある。本
課題では、通勤列⾞内、オフィス、教室、病室といった室内環境において、新型コロナウイルスの特性を考慮
した⾶沫の⾶散シミュレーションを⾏い、様々な条件下での感染リスク評価
を⾏った上で、空調、換気、パーティション等を活⽤した感染リスク低減対
策の提案を⾏う。
本課題は、理研、京都⼯芸繊維⼤、神⼾⼤、⼤阪⼤、豊橋技科⼤、⿅島建設
が連携する．理研が開発し「富岳」に実装を進めている超⼤規模熱流体解析
ソフトCUBEを主に⽤いて、既存の⾶沫計算では難しかった，⾼精度かつ⼤規
模な系でのシミュレーションを⾏う。

期待される成果:
室内環境における感染リスクの定量的評価を⾏うと共に、窓の開閉や空調の
効果的運転条件、さらにはパーティションの配置等による感染リスク低減策
を具体的・定量的に⽰すことで、ウイルス⾶沫感染に対してより安全・安⼼
な⽣活環境を実現する。また、シミュレーション結果を動画とすることで、
具体的に⾶沫や⾶沫核がどの程度の速度でどこまで⾶散するのかを視覚的に
理解することができ、感染防⽌に向けた認識や理解を広く普及させることが
できる。これをもって、我が国の社会経済活動の早期復活に寄与できると期
待される。
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